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(57)【要約】
【課題】外部から有機ＥＬ装置へ確実に給電できる有機
ＥＬパネルを開発する。
【解決手段】有機ＥＬ装置２は、第１電極層又は第２電
極層に電気的に接続される給電部１５を有しており、内
枠部材５は、切り欠き部１６を有するものであり、電気
伝導性を有した通電部材３を有し、通電部材３は、第３
導電部材６０と第２導電部材６１で構成されており、第
３導電部材６０の一部は、有機ＥＬ装置２側にあって給
電部１５の一部を覆っており、内枠部材５は、第３導電
部材６０を有機ＥＬ装置２の給電部１５に押圧しており
、第２導電部材６１の一部は、切り欠き部１６を経由し
て内枠部材５の外側に張り出している構成とする。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　面状に広がりを有する基材に、２層の電極層と、前記電極層に挟まれた有機発光層が積
層され、少なくとも一方の平面が発光面となる有機ＥＬ装置と、基材の少なくとも一辺を
覆う枠部材を有する有機ＥＬパネルにおいて、
　前記有機ＥＬ装置は、電極層に電気的に接続される給電部を有しており、
　前記枠部材は、開口又は切り欠きを有するものであり、
　電気伝導性を有した通電部材を有し、
　当該通電部材は、１又は複数の導電部材で構成されており、
　前記通電部材の一部は、有機ＥＬ装置側にあって前記給電部の一部又は全部を覆ってお
り、
　枠部材は、通電部材を有機ＥＬ装置の給電部に押圧しており、
　前記通電部材の他の一部は、前記開口又は切り欠きを経由して枠部材の外側に張り出し
ていることを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】
　枠部材の外側を覆う外枠部材と、外部電源と電気的に接続可能な第１導電部材を有し、
　当該外枠部材と前記枠部材の間には、所定の空間が形成されており、
　前記第１導電部材は、当該空間に配されるものであって、当該空間の延伸方向に延在し
ており、
　前記通電部材の一部は、当該空間内に進入し、第１導電部材と接触していることを特徴
とする請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項３】
　前記通電部材は、給電部と直接接触する箔状の第３導電部材と、当該第３導電部材と接
触し前記開口又は切り欠きを経由して枠部材の外側に張り出した第２導電部材を有し、
　第２導電部材は、第３導電部材を給電部に押圧する押圧部を有していることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に照明として用いられる有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネルに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、白熱灯や蛍光灯に代わる照明装置として有機ＥＬパネルが注目され、多くの研究
がなされている。
【０００３】
　ここで、有機ＥＬパネルは、面状に広がりを持った有機ＥＬ装置にフレームなどの付属
品を取り付けたものである。また、有機ＥＬ装置は、ガラス基板や透明樹脂フィルム、金
属シート等の基材に、有機ＥＬ素子を積層し、この有機ＥＬ素子に給電するための給電構
造を形成したものである。
　そして、有機ＥＬ素子は、一方又は双方が透光性を有する２つの電極を対向させ、この
電極の間に有機化合物からなる発光層を積層したものである。有機ＥＬ装置は、電気的に
励起された電子と正孔との再結合のエネルギーによって発光する。
　すなわち、有機ＥＬパネルは自発光デバイスであり、発光層の材料を適宜選択すること
により、種々の波長の光を発光することができる。
　また、有機ＥＬパネルは、白熱灯や蛍光灯、ＬＥＤ照明に比べて厚さが極めて小さくて
軽量であり、且つ面状に発光するので、設置場所の制約が少ないという特長を有している
。さらに、有機ＥＬパネルは、白熱灯や蛍光灯に比べて発光効率が高いので消費電力が少
なく、発熱が少ないという特長も有している。
【０００４】
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　ところで、白熱灯や蛍光灯、ＬＥＤ照明と同様に、有機ＥＬパネルを発光させるために
は、外部の電源から有機ＥＬ装置に給電し、上記した２つの電極間に電圧を印加する必要
がある。すなわち、有機ＥＬパネル外部の電源と、有機ＥＬパネル内部の有機ＥＬ装置と
を電気的に繋ぎ、有機ＥＬ装置に給電する給電構造が必要である。ところが、有機ＥＬ装
置は、発光層として熱に弱い有機化合物を使用しているため、半田付けなどの高温で加熱
する方法では、外部電源と電気的に接続された配線を有機ＥＬ装置内の電極に固着するこ
とができない。そのため、従来から、外部から有機ＥＬ装置に給電するための給電構造が
模索されてきた（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３１９４０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の有機ＥＬパネルでは、導電部材として電極に異方性導電膜（異方性導電フ
イルム）（ＡＣＦ）を低温の熱で熱圧着させ、フレキシブル配線基板（ＦＰＣ）に接続す
ることで、外部電源と有機ＥＬパネルを電気的に接続している。すなわち、ＡＣＦをＦＰ
Ｃと電極との接着材として用い、ＦＰＣを介して外部電源から有機ＥＬパネルに給電する
方法が採用されている。
　ところが、接着材としてＡＣＦを用いる場合でも、接着時に電極に低温の熱を加える必
要があるため、熱に弱い発光層に少なからず影響がある。そのため、有機ＥＬ装置の発光
欠陥等の故障要因になるおそれがあった。また、接着材としてＡＣＦを用いると、半田等
の接着手段に比べて高コストとなるとともに、電極との接触抵抗が大きくなる。すなわち
、有機ＥＬパネルを発光させるためには過剰に電圧をかける必要があるため、信頼性にか
けるという問題があった。そして、ＡＣＦとＦＰＣと組み合わせる場合、有機ＥＬパネル
のサイズに合わせてその都度設計する必要があった。そのため、ＡＣＦとＦＰＣを用いる
とコストと手間がかかり、ＡＣＦとＦＰＣの組み合わせに替わる給電構造の開発という市
場からの要望があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、有機ＥＬパネルの外部から有機ＥＬ装置へ確実に給電できる有機Ｅ
Ｌパネルを提供することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための請求項１に記載の発明は、面状に広がりを有する基材に、２
層の電極層と、前記電極層に挟まれた有機発光層が積層され、少なくとも一方の平面が発
光面となる有機ＥＬ装置と、基材の少なくとも一辺を覆う枠部材を有する有機ＥＬパネル
において、前記有機ＥＬ装置は、電極層に電気的に接続される給電部を有しており、前記
枠部材は、開口又は切り欠きを有するものであり、電気伝導性を有した通電部材を有し、
当該通電部材は、１又は複数の導電部材で構成されており、前記通電部材の一部は、有機
ＥＬ装置側にあって前記給電部の一部又は全部を覆っており、枠部材は、通電部材を有機
ＥＬ装置の給電部に押圧しており、前記通電部材の他の一部は、前記開口又は切り欠きを
経由して枠部材の外側に張り出していることを特徴とする有機ＥＬパネルである。
【０００９】
　本発明の構成によれば、前記通電部材の他の一部は、前記開口又は切り欠きを経由して
枠部材の外側に張り出している。言い換えると、通電部材の他の一部は、開口又は切り欠
き内を挿通された状態となっており、枠部材の外側に通電部材の一部が露出している。
　そのため、通電部材の露出部分に外部電源を接続させることで、有機ＥＬパネルの外部
から通電部材を介して有機ＥＬ装置に給電することが可能である。
　さらに本発明の構成によれば、前記通電部材の一部は、有機ＥＬ装置側にあって前記給
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電部の一部又は全部を覆っており、枠部材は、通電部材を有機ＥＬ装置の給電部に押圧し
ている。言い換えると、通電部材は、常時、枠部材によって有機ＥＬ装置の給電部に押し
つけられており、給電部と接触している。そのため、常に有機ＥＬ装置の給電部と通電部
材が接触した状態に維持でき、電気的に接続可能となっている。また、接触によって電気
的に接続しているため、組み立て時に熱が発生せず、有機発光層に熱的な影響がない。
　それ故に、有機ＥＬパネルへの熱的な影響を防ぐとともに、有機ＥＬパネルの外部から
有機ＥＬ装置へ確実に給電することができる。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、枠部材の外側を覆う外枠部材と、外部電源と電気的に接続可
能な第１導電部材を有し、当該外枠部材と前記枠部材の間には、所定の空間が形成されて
おり、前記第１導電部材は、当該空間に配されるものであって、当該空間の延伸方向に延
在しており、前記通電部材の一部は、当該空間内に進入し、第１導電部材と接触している
ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬパネルである。
【００１１】
　本発明の構成によれば、外枠部材と枠部材の間には、所定の空間が形成されている。す
なわち、枠部材の配された部位では、外枠部材と枠部材との２重構造を形成しており、外
枠部材と枠部材の間に隙間がある。
　そして、本発明の構成によれば、外枠部材は、枠部材の外側を覆っているため、当該空
間（隙間）内に配された第１導電部材は、外枠部材によって外部から隠され、外部から視
認不能又は視認困難となっている。そのため、本発明の有機ＥＬパネルは見栄えがよい。
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、前記通電部材は、給電部と直接接触する箔状の第３導電部材
と、当該第３導電部材と接触し前記開口又は切り欠きを経由して枠部材の外側に張り出し
た第２導電部材を有し、第２導電部材は、第３導電部材を給電部に押圧するように付勢す
る押圧部を有していることを特徴とする請求項１又は２に記載の有機ＥＬパネルである。
【００１３】
　本発明の構成によれば、第２導電部材は、第３導電部材を給電部に押圧するように付勢
する押圧部を有している。すなわち、第２導電部材によっても、第３導電部材は有機ＥＬ
装置の給電部に押しつけられている。そのため、より確実に有機ＥＬ装置の給電部に通電
部材（第３導電部材）の一部を接触させることが可能であり、接触抵抗をさらに低減する
ことができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の構成によれば、外部から有機ＥＬパネル内の有機ＥＬ装置に確実に給電できる
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬパネルを表す斜視図である。
【図２】図１の有機ＥＬパネルを表す分解斜視図である。
【図３】図２の有機ＥＬ装置及び第３導電部材を分解した斜視図である。
【図４】図１の有機ＥＬパネルの一部を表すＡ－Ａ断面図である。
【図５】図２の有機ＥＬ装置及び第３導電部材を別の方向から視た斜視図である。
【図６】図３の第３導電部材を平面状に引き延ばした際の斜視図である。
【図７】図２の第２導電部材の側面図である。
【図８】図２の内枠部材から第２導電部材を取り外した分解斜視図である。
【図９】図２の第１導電部材を表す斜視図である。
【図１０】図４の切り欠き部近傍を表す分解斜視図である。
【図１１】図１０の第１導電部材の一部を破断した分解斜視図である。
【図１２】図１０の第１導電部材から模擬的に第２導電部材を取り外した分解斜視図であ
る。
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【図１３】第１実施形態の有機ＥＬパネルを組み立てる際の説明図である。
【図１４】第１実施形態の有機ＥＬパネルに外部電源を繋いだ状態を表す説明図である。
【図１５】図１４の電気回路における電流の流れを表す模式図であり、図面上図は、図１
における有機ＥＬパネルのＡ－Ａ断面図であり、図面下図は、図１における有機ＥＬパネ
ルのＢ－Ｂ断面図である。なお、理解を容易にするため、ハッチングを省略している。
【図１６】有機ＥＬ装置内の電流の流れを表す説明図であり、電流の流れを矢印で示して
いる。
【図１７】他の実施形態にかかる有機ＥＬパネルを表す斜視図である。
【図１８】図１７の有機ＥＬパネルの分解斜視図である。
【図１９】他の実施形態の有機ＥＬパネルを表す斜視図である。
【図２０】図１９の固定枠部近傍を表す分解斜視図である。
【図２１】図１９の有機ＥＬパネルのＣ－Ｃ断面図である。
【図２２】図２の有機ＥＬ装置の分解斜視図である。
【図２３】本発明の第２実施形態に係る有機ＥＬモジュールをベース部材に取り付けた斜
視図である。
【図２４】図２３の有機ＥＬパネルとベース部材のＤ－Ｄ断面図である。
【図２５】第２実施形態に係る有機ＥＬパネルの斜視図である。
【図２６】図２５の有機ＥＬパネル及びベース部材の分解斜視図である。
【図２７】図２６の有機ＥＬ装置及び第３導電部材の分解斜視図である。
【図２８】図２６の枠体の斜視図である。
【図２９】図２６のベース部材の斜視図である。
【図３０】図２９のベース部材の平面図である。
【図３１】有機ＥＬパネルをベース部材に取り付ける際の説明図であり、（ａ），（ｂ）
は各工程を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について詳細に説明する。
　なお、以下の説明において、特に断りがない限り、有機ＥＬパネル１の上下左右の位置
関係は、図１の姿勢を基準に説明する。
【００１７】
　第１実施形態の有機ＥＬパネル１は、主に照明として使用される有機ＥＬパネルであり
、図１～図３のように有機ＥＬ装置２と、通電部材３と、内枠部材５（枠部材）と、外枠
部材６と、第１導電部材７とを備えている。
【００１８】
　以下、有機ＥＬパネル１を形成する各部材の構成について説明する。
　本実施形態の有機ＥＬ装置２は、図３のように透光性を有した基板８（基材）に有機Ｅ
Ｌ素子１０を積層したものであり、その面内において、駆動時に実際に発光する発光領域
１１と、駆動時に給電される複数の給電領域１２を有している。具体的には、発光領域１
１は、有機ＥＬ装置２の長手方向ｌの中央に位置しており、給電領域１２は、発光領域１
１の周囲であって、発光領域１１を挟んだ２辺側にそれぞれ配されている。また、本実施
形態の有機ＥＬ装置２は、少なくとも基板８側から光を取り出す、いわゆる「ボトムエミ
ッション」型の有機ＥＬ装置である。
【００１９】
　有機ＥＬ装置２には、発光領域１１に対応して１又は複数の有機ＥＬ素子１０が内蔵さ
れている。なお、本実施形態の有機ＥＬ装置２は、発光領域１１に対応して複数の有機Ｅ
Ｌ素子１０が内蔵されており、各有機ＥＬ素子１０は電気的に直列に接続されている。す
なわち、本実施形態で使用する有機ＥＬ装置２は、いわゆる集積型の有機ＥＬ装置である
。そのため、有機ＥＬ素子１０の電極層間の電圧降下による電力ロスを低減することが可
能である。また、発光領域１１面内の発光均一性を高めることもできる。
【００２０】
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　給電領域１２は、図３のように基板８と反対側（第３導電部材６０側）に複数の給電部
１５が露出している。また、給電部１５は、有機ＥＬ素子１０内の第１電極層４１又は第
２電極層４３（図４参照）に電気的に接続されている。
　これらの給電部１５は、基板８の長手方向ｌ（給電領域１２の延伸方向ｗに対して直交
する方向）においては、それぞれ有機ＥＬ素子１０内の第１電極層４１又は第２電極層４
３の内の一方であって、同極の電極層と電気的に接続されている。言い換えると、内枠部
材５の取り付け時における基板８の挿入方向ｌにおいては、有機ＥＬ素子１０内の同一電
極層と電気的に接続された給電部１５が並設されている。すなわち、基板８の長手方向ｌ
において、一方の端部に位置する給電部１５（１５ａ）が第１電極層４１と接続されてい
ると、もう一方の端部に位置する給電部１５（１５ａ）も第１電極層４１と接続されてお
り、一方の端部に位置する給電部１５（１５ｂ）が第２電極層４３と接続されていると、
もう一方の端部に位置する給電部１５（１５ｂ）も第２電極層４３と接続されている。
【００２１】
　一方、基板８の幅方向ｗ（給電領域１２の延伸方向ｗ）においては、中央側に有機ＥＬ
素子１０内の第１電極層４１と第２電極層４３の内いずれか１方の電極層と電気的に接続
された給電部１５ｂが配されている。その長手側面側には、第１電極層４１と第２電極層
４３の内の残りの電極層と電気的に接続された給電部１５ａがそれぞれ配されている。
　本実施形態では、幅方向ｗの長手側面側（両端部側）に有機ＥＬ素子１０内の第１電極
層４１と電気的に接続された給電部１５（１５ａ）がそれぞれ配されており、中央側に有
機ＥＬ素子１０内の第２電極層４３と電気的に接続された給電部１５（１５ｂ）が配され
ている。言い換えると、基板８の幅方向ｗにおいては、有機ＥＬ素子１０内の異なる電極
層と電気的に接続された給電部１５ａ，１５ｂ，１５ａが交互に並んでいる。
　なお、以下の説明において、理解を容易にするため、第１電極層４１と電気的に接続さ
れた給電部１５を給電部１５ａともいい、第２電極層４３と電気的に接続された給電部１
５を給電部１５ｂともいう。
【００２２】
　また、有機ＥＬ素子１０は、図４のように少なくとも第１電極層４１と第２電極層４３
との間に機能層４２を備えたものである。さらに、有機ＥＬ素子１０は図２２のように第
１電極層４１又は第２電極層４３に電気的に接続された導電膜４５（４５ａ，４５ｂ，４
５ｃ）が有機ＥＬ素子の内部に積層されている。なお、図２２は、図３の有機ＥＬ装置２
について有機ＥＬ素子１０の一部を分解した斜視図である。導電膜４５は給電部１５を形
成する電気伝導性を有した薄膜である。導電膜４５（４５ａ，４５ｂ，４５ｃ）は有機Ｅ
Ｌ装置２の長手方向ｌ全体に延びている。また、給電部１５以外の領域には、３枚の導電
膜４５ａ，４５ｂ，４５ｃに亘って絶縁膜４６が積層している。
　すなわち、有機ＥＬ装置２は、導電膜４５ａ，４５ｂ，４５ｃによって、給電部１５ａ
，１５ａ、給電部１５ｂ，１５ｂ、給電部１５ａ，１５ａ間を電気的に接続している。
【００２３】
　第１電極層４１の素材は、特に限定されるものではなく、例えば、インジウム錫酸化物
（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）、酸化錫（ＳｎＯ2）、酸化亜鉛（ＺｎＯ
）等の金属酸化物や、銀（Ａｇ）、クロム（Ｃｒ）等のような金属などが採用される。機
能層４２内の発光層から発生した光を効果的に取り出せる点では、透明性が高いＩＴＯあ
るいはＩＺＯが特に好ましい。本実施形態では、ＩＴＯを採用している。
【００２４】
　機能層４２は、第１電極層４１と第２電極層４３との間に設けられ、少なくとも一つの
発光層を有している層である。機能層４２は、主に有機化合物からなる複数の層から構成
されている。この機能層４２は、一般な有機ＥＬ装置に用いられている低分子系色素材料
や、共役系高分子材料などの公知のもので形成することができる。また、この機能層４２
は、ホール注入層、ホール輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入層などの複数の層から
なる積層多層構造であってもよい。
【００２５】
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　第２電極層４３の素材は、特に限定されるものではなく、例えば銀（Ａｇ）やアルミニ
ウム（Ａｌ）などが挙げられる。本実施形態の第２電極層４３は、Ａｌで形成されている
。
【００２６】
　続いて、通電部材３について説明する。
　通電部材３は、図４のように第３導電部材６０と、第２導電部材６１から形成されてお
り、第３導電部材６０と第２導電部材６１は、接触して相互に通電可能となっている。
　第３導電部材６０は、図５，図６のように有機ＥＬ装置２の基板８と反対側（基板８と
有機ＥＬ素子１０を挟んで対向する側）の一部又は全面を覆う部材である。
　なお、図６は、第３導電部材６０の導電箔６２を平面状に引き延ばした説明図である。
　第３導電部材６０は、図６のように複数の導電箔６２と、導電箔６２の両面を覆った絶
縁性の樹脂膜６３とによって、形成されている。本実施形態では、３枚の導電箔６２と、
その導電箔６２のそれぞれの中間部を樹脂膜６３が覆っている。すなわち、第３導電部材
６０は、導電箔６２を介して電気伝導が可能となっている。
【００２７】
　導電箔６２は、図６のように長方形状の箔体であり、その長辺が有機ＥＬ装置２の長手
方向ｌ（第１導電部材７の延伸方向ｗに対して直交する方向）に沿うように配置されてい
る。また、それぞれの導電箔６２は、幅方向ｗに所定の間隔を空けて平行に配されており
、樹脂膜６３によって一体化されている。
　導電箔６２は、導電性を有した箔体であれば特に限定されるものではなく、例えば、銅
箔や銀箔、金箔、白金箔などが採用できる。なお、本実施形態の導電箔６２では、銅箔を
用いている。
【００２８】
　樹脂膜６３は、導電箔６２の並設方向ｗ（導電箔６２の長手方向ｌに対して直交する方
向）に広がっており、３枚の導電箔６２ａ，６２ｂ，６２ｃに亘って覆い、さらに外側で
、導電箔６２の両面を覆う樹脂膜６３間で接合されている。言い換えると、第３導電部材
６０は、２枚の樹脂膜６３が密着しており、樹脂膜６３の間に導電箔６２が挿通した状態
となっている。
　樹脂膜６３は、絶縁性を有した樹脂薄膜であれば特に限定されるものではなく、素材と
しては、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）などの
薄膜が採用できる。
【００２９】
　また、第３導電部材６０は、図６のように導電箔６２の両面に樹脂膜６３が覆った絶縁
領域６５と、絶縁領域６５の長手方向ｌの両外側であって、導電箔６２が樹脂膜６３から
露出した導電領域６６とに分けられる。
　また、第３導電部材６０の導電領域６６の導電箔６２は、図３のように有機ＥＬ装置２
の長手方向ｌに延びる辺に合わせて、複数回折り曲げて加工されている。具体的には、導
電領域６６の導電箔６２は、有機ＥＬ装置２の一辺の端面を覆うように２回折り曲げられ
「コ」の字状になっている。
　すなわち、導電領域６６の導電箔６２は、図３，図４のように、絶縁領域６５と略同一
平面上であって、有機ＥＬ装置２の下面（基板８と有機ＥＬ素子１０を挟んで対向する側
）に配された下面保護部６７（図４）と、下面保護部６７に対して上方に向けて突出し有
機ＥＬ装置２の端面を保護する端面保護部６８と、端面保護部６８の突出方向ｌ端部から
有機ＥＬ装置２側に折り返され有機ＥＬ装置２の上面（基板８側）を保護する上面保護部
６９を有している。
【００３０】
　第２導電部材６１に目を移すと、第２導電部材６１（６１ａ，６１ｂ，６１ａ）は、電
気伝導性を有した１枚の導電板を折り曲げ加工することによって形成されており、図７，
図８に示すように、連続した段状の断面形状を有している。すなわち、第２導電部材６１
ａは、図７のように有機ＥＬパネル１を組み立てた状態を基準に、内枠部材５の天地方向
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上方（天面部２０側）から下方（底面部２１側）に向けて、第１押圧部７０と、通電部７
１と、第２押圧部７２とによって分けられる。なお、第２導電部材６１ｂは、第２導電部
材６１ａの天地を逆転したものであるため、第２導電部材６１の各部位の説明については
、第２導電部材６１ａを基準に説明する。
【００３１】
　第１押圧部７０は、自己復元力によって有機ＥＬ装置２の端面を内枠部材５から離反す
る方向に付勢する部位である。すなわち、第１押圧部７０は、図４のように後述する第１
導電部材７と有機ＥＬ装置２の端面との間に介在する部位であり、弾性によって、長手方
向ｌ中央側に有機ＥＬ装置２の端面を付勢することができる。
　第１押圧部７０は、有機ＥＬパネル１を組み立てた際に、図４，図７のように内枠部材
５の天面部２０側の頂点近傍において内枠部材５の立壁部２２（図１１）側に円弧状に折
り返されている。また、第１押圧部７０は、端面保護部６８に当接する有機ＥＬ側当接部
７３と、第１導電部材７の保護部材５０と当接する保護側当接部７５を有している。有機
ＥＬ側当接部７３と保護側当接部７５との間には、所定の空間が形成されている。有機Ｅ
Ｌ側当接部７３は、図４のように内枠部材５の天面部２０に対して所定の角度で傾斜して
いる。
【００３２】
　通電部７１は、第１導電部材７と接触し電気的に接続される部位である。通電部７１は
、円弧状に湾曲した部位であり、その弧は外枠部材６側を向いており、内側に第１導電部
材７の一部を嵌め込むことが可能な弧部７６を有している。すなわち、通電部７１は、図
４のように弧部７６で第１導電部材７の一部に接触しながら、第１導電部材７の一部を覆
うことが可能となっている。弧部７６の内側の空間は、図４のように外枠部材６の底面部
２６に対して所定の角度で傾斜した方向に開放している。
【００３３】
　第２押圧部７２は、自己復元力によって第３導電部材６０を有機ＥＬ装置２の給電部１
５に近接する方向に付勢する部位である。すなわち、第２押圧部７２は、図４のように内
枠部材５の底面部２１と有機ＥＬ装置２の給電部１５との間に介在される部位であり、弾
性によって有機ＥＬ装置２を天地方向に付勢している。
　第２押圧部７２は、図４，図７のように内枠部材５の底面部２１近傍において外枠部材
６の立壁部２７側に円弧状に折り返されている。また、第２押圧部７２は、有機ＥＬパネ
ル１を組み立てた際に、下面保護部６７に当接する有機ＥＬ側当接部７７と、外枠部材６
の底面部２６と当接する底面側当接部７８を有している。有機ＥＬ側当接部７７と底面側
当接部７８との間には、所定の空間が形成されている。有機ＥＬ側当接部７７と底面側当
接部７８は、互いにほぼ平行となっている。
【００３４】
　続いて、内枠部材５について説明する。
　内枠部材５は、図４のように有機ＥＬ装置２と第３導電部材６０とを一体的に挟持可能
な部材であり、有機ＥＬ装置２に対する第３導電部材６０の相対的な離反を規制する部材
である。内枠部材５は、図８のように断面形状が「コ」の字状のフレームであり、有機Ｅ
Ｌ装置２の少なくとも一辺を挿入することが可能な固定空間１７を有している。すなわち
、内枠部材５は、天面部２０と、底面部２１と、天面部２０と底面部２１を接続する立壁
部２２を有しており、天面部２０と、底面部２１と、立壁部２２とによって囲まれた固定
空間１７を有している。
【００３５】
　また、内枠部材５は、図８のように、幅方向ｗに内枠部材５の内側（固定空間１７側）
と外側（外枠部材６側）とに亘って連通した複数の切り欠き部１６が形成されている。具
体的には、内枠部材５は、複数の、底面部２１と立壁部２２に亘って切り欠いた下部切り
欠き部１６ａ、又は、天面部２０と立壁部２２に亘って切り欠いた上部切り欠き部１６ｂ
を有している。そして、上部切り欠き部１６ｂと下部切り欠き部１６ａとが幅方向ｗに所
定の間隔を空けて交互に形成されている。
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　本実施形態では、幅方向ｗの中央に上部切り欠き部１６ｂを有し、その外側に２つの下
部切り欠き部１６ａを有している。
　また、隣接する切り欠き部１６ａ，１６ｂ（１６ｂ，１６ａ）間の間隔は、有機ＥＬパ
ネル１組み立て時において、第１導電部材７の対応する絶縁領域５３（図９参照）の幅と
ほぼ等しく、切り欠き部１６ａ，１６ｂ，１６ａの切り欠き幅は第１導電部材７の対応す
る露出領域５２ａ，５２ｂ，５２ａ（図９参照）の幅とほぼ等しくなっている。
【００３６】
　内枠部材５の底面部２１の内壁面から天面部２０の内壁面までの長さ（固定空間１７の
高さ）Ｈ１は、図４のように有機ＥＬ装置２の部材厚にほぼ等しい。すなわち、内枠部材
５の内部に有機ＥＬ装置２が装着可能となっている。
　内枠部材５の底面部２１の外壁面から天面部２０の外壁面までの長さ（高さ）Ｈ２は、
外枠部材６の底面部２６の内壁面から天面部２５の内壁面までの長さ（高さ）と等しい。
そして、内枠部材５の天面部２０の突出長さ（立壁部２２から天面部２０の突出方向ｌ端
面までの長さ）Ｌ１は、内枠部材５の底面部２１の突出長さ（立壁部２２から底面部２１
の突出方向ｌ端面までの長さ）と等しく、外枠部材６の固定枠部３１の底面部２６の長さ
よりも短い。すなわち、外枠部材６の内側に内枠部材５を嵌め込むことが可能となってい
る。
【００３７】
　続いて、外枠部材６について説明する。
　外枠部材６は、図２のように有機ＥＬ装置２の外周縁を覆う額縁状の部材である。外枠
部材６は、平面視で「コ」の字状の取り付け枠部３０と、「Ｉ」の字状の固定枠部３１か
ら形成されている。
　取り付け枠部３０は、断面形状が略「コ」の字状のフレームであり、有機ＥＬ装置２の
３辺の端面を覆う部材である。取り付け枠部３０は、有機ＥＬ装置２の縁に沿って装着可
能となっている。
　固定枠部３１は、断面形状が「コ」の字状のフレームであり、主に有機ＥＬ装置２の残
りの１辺の端面を覆う部材である。すなわち、固定枠部３１は、図４のように内枠部材５
と同様、天面部２５と、底面部２６と、天面部２５と底面部２６を接続する立壁部２７を
有している。
　外枠部材６の幅方向ｗの端部は、図２のように第１導電部材７の一部を挿通可能な給電
孔３２を有している。給電孔３２の開口形状は、第１導電部材７の外形に沿った形状をし
ている。
【００３８】
　続いて、第１導電部材７について説明する。
　第１導電部材７は、図９のように断面形状がオーバル状の線状体であり、複数の導線５
１の周りに保護部材５０が被覆し、保護部材５０によって複数の導線５１を一体的に形成
したものである。すなわち、第１導電部材７は、導線５１を介して電気伝導が可能な部材
である。
　なお、ここでいう「オーバル状」は、卵形状、長円形状、楕円形状などの上位概念であ
り、本実施形態の第１導電部材７は、断面形状が角丸長方形状をしている。
【００３９】
　第１導電部材７は、複数の導線５１の内少なくとも１本（又は１束）の導線５１が露出
し、残りの導線５１の周りを保護部材５０で被覆した露出領域５２と、全ての導線５１で
周りを保護部材５０で被覆した絶縁領域５３と、に分けられる。すなわち、露出領域５２
では、少なくとも１本（又は１束）の導線５１が剥きだしとなっており、絶縁領域５３で
は、導線５１全てで保護部材５０が覆っており、内部の導線５１は、外部（保護部材５０
の外側）と電気的に遮断されている。
　なお、本実施形態の第１導電部材７は、２本の導線５１にそれぞれ保護部材５０が被覆
し、それぞれの保護部材５０が一体となって形成されている。また、２本の導線５１は天
地方向（上下方向）に１列に並んで配されている。そして、第１導電部材７の断面の長軸
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は天地方向を向いている。
【００４０】
　また、露出領域５２は、一方の導線５１（天地方向下方に位置する導線５１ａ）のみが
露出した露出領域５２ａと、もう一方の導線５１（天地方向上方に位置する導線５１ｂ）
のみが露出した露出領域５２ｂが存在する。そして、露出領域５２ａと、露出領域５２ｂ
とが、幅方向ｗに交互に所定の間隔を空けて配されている。本実施形態の第１導電部材７
は、幅方向ｗに露出領域５２ａ，５２ｂ，５２ａの順に配されている。
　そして、露出領域５２ａに位置する保護部材５０は断面形状が上方に円弧を有した略半
月状となっており、露出領域５２ｂに位置する保護部材５０は断面形状が下方に円弧を有
した略半月状となっている。
【００４１】
　また、有機ＥＬパネル１の組み立て時において、第１導電部材７の長手方向ｗ端部は、
図１のように、外枠部材６の外部へ張り出している。第１導電部材７の長手方向ｗ端部近
傍であって、外枠部材６の外側においては、複数の導線５１全てが露出している。すなわ
ち、裸線状態の導線５１に外部電源を取り付けることで、外枠部材６の内部へ電気を給電
することが可能となっている。
【００４２】
　導線５１は、電気伝導性を有した線状体であれば、特に限定されるものではなく、素材
としては、例えば、銅線、銀線、白金線などが採用できる。
　また、導線５１は、１本の単線で形成されていても、複数の単線が集まって形成されて
いてもよい。
【００４３】
　保護部材５０は、絶縁性を有した樹脂膜であれば特に限定されるものではなく、素材と
しては、例えば、絶縁ゴムなどが採用できる。
【００４４】
　続いて、有機ＥＬパネル１を構成する各部材の位置関係について説明する。
【００４５】
　外枠部材６は、図１０のように内枠部材５を覆っている。言い換えると、内枠部材５は
、外枠部材６の内側に位置している。
　第２導電部材６１の大部分は、図１１のように内枠部材５の切り欠き部１６内に収納さ
れている。すなわち、有機ＥＬパネル１は、図２，図８のように幅方向ｗに天地が逆転し
た第２導電部材６１が交互に配されている。具体的には、給電孔３２側から順に、第１押
圧部７０が第２押圧部７２に対して天地方向上方に位置する正姿勢の第２導電部材６１ａ
、第２導電部材６１ａの天地を逆転した第２導電部材６１ｂ、正姿勢の第２導電部材６１
ａが配されている。
【００４６】
　外枠部材６の立壁部２７と内枠部材５の立壁部２２は、図４のように所定の間隔を空け
て配されており、外枠部材６の立壁部２７の内壁面と内枠部材５の立壁部２２の外壁面と
の間に空間３５が形成されている。また、空間３５内に、第１導電部材７の大部分が収納
されている。空間３５は幅方向ｗに延伸しており、その延伸方向ｗの延長上であって、外
枠部材６の給電孔３２（図２参照）が位置している。そして、外枠部材６の給電孔３２は
、第１導電部材７の長手方向ｗの端部が挿通されており、第１導電部材７の長手方向ｗの
端部は、外枠部材６から張り出している。
【００４７】
　内枠部材５の底面部２１と立壁部２２に亘って切り欠いた切り欠き部１６ａ周辺に注目
すると、第２導電部材６１の通電部７１の一部は、図１１のように切り欠き部１６ａを経
由して、長手方向ｌの外枠部材６側に内枠部材５の立壁部２２から張り出している。また
、通電部７１の張り出し部分は、図１０のように第１導電部材７の露出領域５２に位置し
ており、その内部に、導線５１ａが配されている。すなわち、通電部７１の弧部７６の一
部は、第１導電部材７の露出領域５２に位置しており、その内部に、導線５１ａが配され



(11) JP 2015-111496 A 2015.6.18

10

20

30

40

50

ている。そして、導線５１ａの外周壁に通電部７１の弧部７６が接触しており、互いに係
合している。そのため、導線５１ａと通電部７１間で通電可能となっている。
【００４８】
　また、第１導電部材７側から視ると、図１０，図１１のように切り欠き部１６ａの内部
に対応する位置に、第１導電部材７の露出領域５２ａが位置している。言い換えると、内
枠部材５の立壁部２２の切り欠きであって、切り欠き部１６ａの投影面上に第１導電部材
７の露出領域５２が位置している。すなわち、切り欠き部１６ａに対応する位置では、図
１２のように導線５１ａが露わになっており、当該露出部分に第２導電部材６１の通電部
７１が巻き付いており、接触している。
【００４９】
　また、第２導電部材６１の第１押圧部７０は、図１０，図１１のようにその一部が第１
導電部材７の露出領域５２ａに位置する保護部材５０ａに当接している。一方、第１押圧
部７０の他の一部は、第３導電部材６０の端面保護部６８に当接している。具体的には、
第１押圧部７０の保護側当接部７５が保護部材５０ａに当接しており、第１押圧部７０の
有機ＥＬ側当接部７３は、第３導電部材６０の端面保護部６８に当接している。そして、
第１押圧部７０は、第１導電部材７と第３導電部材６０とが互いに離反する方向に付勢し
ている。言い換えると、第１押圧部７０は、第３導電部材６０を相対的に有機ＥＬ装置２
の端面に近接するように押圧している。
【００５０】
　第２導電部材６１の第２押圧部７２は、図４，図１１のように内枠部材５の底面部２１
の切り欠き部１６ａに湾屈状態で収納されている。また、第２押圧部７２は、図４のよう
に外枠部材６の底面部２６と第３導電部材６０の下面保護部６７との間に介在している。
さらに、第２押圧部７２の底面側当接部７８は底面部２６と当接しており、第２押圧部７
２の有機ＥＬ側当接部７７は下面保護部６７と当接している。すなわち、第２押圧部７２
は、外枠部材６の底面部２６と第３導電部材６０の下面保護部６７が離反する方向に付勢
している。言い換えると、第２押圧部７２は、第３導電部材６０を相対的に内枠部材５の
天面部２０側に押圧している。有機ＥＬパネル１全体で視ると、第３導電部材６０を介し
て有機ＥＬ装置２を内枠部材５の天面部２０側に押圧している。
【００５１】
　有機ＥＬ装置２の下面（図５では上面）の大部分は、図５のように第３導電部材６０に
よって覆われている。また、第３導電部材６０の絶縁領域６５は、少なくとも発光領域１
１を覆っている。すなわち、第３導電部材６０の樹脂膜６３が有機ＥＬ装置２の発光領域
１１の部材厚方向下方に位置している。
　有機ＥＬ装置２の長手方向ｌに対向する２辺は、第３導電部材６０の導電領域６６によ
って覆われている。具体的には、図１０のように下面保護部６７は有機ＥＬ装置２の給電
部１５と接触しており、端面保護部６８は有機ＥＬ装置２の端面と接触しており、上面保
護部６９は有機ＥＬ装置２の下面と接触している。
【００５２】
　そして、図４のようにそれらの天地方向外側から内枠部材５の天面部２０及び底面部２
１が覆い被さっており、内枠部材５が有機ＥＬ装置２と第３導電部材６０を一体的に挟持
している。具体的には、内枠部材５の底面部２１と天面部２０との間には、底面部２１側
から順に、下面保護部６７、有機ＥＬ装置２、上面保護部６９が介在している。すなわち
、上面保護部６９は、有機ＥＬ装置２と天面部２０に挟まれている。内枠部材５側から視
ると、内枠部材５の天面部２０の内壁は、上面保護部６９から押圧されている。端面保護
部６８は、第２導電部材６１によって押圧されている。また、下面保護部６７は、内枠部
材５の底面部２１に押圧されており、さらに、第２導電部材６１の第２押圧部７２によっ
て押圧されている。すなわち、第２導電部材６１と第３導電部材６０は、端面保護部６８
と下面保護部６７の２点で接触している。
　また、図４のように第３導電部材６０の樹脂膜６３の一部が内枠部材５とか被っている
。すなわち、導電箔６２は、内枠部材５の内部に収まっており、内枠部材５の外部に露出
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していない。そのため、有機ＥＬパネル１の外部と第３導電部材６０の導電箔６２とが接
触することがない。
【００５３】
　一方、内枠部材５の天面部２０と立壁部２２に亘って切り欠いた切り欠き部１６ｂ周辺
については、上面保護部６９が内枠部材５の天面部２０に押圧されており、さらに、第２
導電部材６１の第２押圧部７２によって押圧されていること以外は、切り欠き部１６ａ周
辺の構造が天地逆転したことを除いてはほぼ同じであり、説明が重複するため説明を省略
する。
【００５４】
　また、有機ＥＬ装置２の固定枠部３１が取り付けられた辺以外の３辺には、図１３のよ
うに取り付け枠部３０が取り付けられており、公知の締結要素によって固定枠部３１と取
り付け枠部３０とが締結されている。
【００５５】
　以下、有機ＥＬパネル１の一般的な組み立て手順に沿って各部材の位置関係について説
明する。
【００５６】
　あらかじめ、外枠部材６の固定枠部３１内に内枠部材５を取りつけ、固定枠部３１と内
枠部材５との間に位置する空間３５に第１導電部材７を介在させる。また第２導電部材６
１を切り欠き部１６内に取り付け、第２導電部材６１の導電部を内枠部材５の外側であっ
て、外枠部材６の内側で第１導電部材７と係合させる。すなわち、空間３５内で第２導電
部材６１と第１導電部材７とを係合させる。
【００５７】
　また別途工程によって、有機ＥＬ装置２に第３導電部材６０を取り付ける。
　このとき、第３導電部材６０の導電領域６６を有機ＥＬ装置２の縁に沿って折り曲げ、
第３導電部材６０と有機ＥＬ装置２とを一体化させる。
　そして、取り付け枠部３０に有機ＥＬ装置２と第３導電部材６０の導電領域６６を一体
的に嵌め込む。すなわち、有機ＥＬ装置２の３辺に取り付け枠部３０を取り付ける。
　このとき、取り付け枠部３０によって、有機ＥＬ装置２に対する第３導電部材６０の離
反が規制される。
【００５８】
　次に、図１３のように内枠部材５内に有機ＥＬ装置２と第３導電部材６０を一体的に挿
入し、固定枠部３１と、取り付け枠部３０とを公知の締結要素によって固定する。
　このとき、第２導電部材６１は、第１押圧部７０が有機ＥＬ装置２の挿入方向ｌに湾屈
した状態となり、有機ＥＬ装置２が内枠部材５から離反する方向に付勢する。ところが、
締結要素によって固定枠部３１と取り付け枠部３０が締結されているため、有機ＥＬ装置
２は内枠部材５から離反せず、第１押圧部７０が有機ＥＬ装置２を押圧した状態を維持す
る。
　また、第２導電部材６１は、第２押圧部７２が天地方向に湾屈した状態となり、有機Ｅ
Ｌ装置２及び第３導電部材６０を内枠部材５の底面部２１から離反する方向に付勢する。
ところが、内枠部材５は、一体物のであるため、内枠部材５の剛性によって、有機ＥＬ装
置２及び第３導電部材６０が内枠部材５の底面部２１から離反せず、有機ＥＬ装置２と第
３導電部材６０が極めて近接し接触した状態を維持する。
【００５９】
　最後に、本発明の有機ＥＬパネル１を図１４のように外部電源に繋いだ場合の予想され
る電流の流れについて説明する。
【００６０】
　外部電源から流れる電流は、図１５の上図のように第１導電部材７の導線５１ａを通過
して第２導電部材６１の通電部７１に至る。また、第２導電部材６１の第２押圧部７２及
び第１押圧部７０を介して第３導電部材６０に至り、導電領域６６の給電部１５ａから有
機ＥＬ装置２の第１電極層４１に伝わる。そして、電流は、図１６のように第１電極層４
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１を面状に広がり、有機ＥＬ装置２内を伝わって機能層４２が発光し、第２電極層４３か
ら給電部１５ｂを介して第３導電部材６０の導電領域６６に伝わる。図１５の下図のよう
に第３導電部材６０の導電領域６６から第２導電部材６１の第１押圧部７０及び第２押圧
部７２を介して第２導電部材６１の通電部７１に至る。そして、第２導電部材６１の通電
部７１から第１導電部材７の導線５１ｂを介して外部電源に至る。
　すなわち、本実施形態の構成によれば、第１導電部材７と第３導電部材６０間に第２導
電部材６１を介して電流が伝わる際に、第２導電部材６１内で、２つの導電経路を有して
いる。そのため、たとえ第２導電部材６１の第１押圧部７０及び第２押圧部７２の一方が
、第１導電部材７又は第３導電部材６０との接触が不十分となっていても、もう一方が導
電経路として機能するため、確実に有機ＥＬ装置２へ確実に電流を供給することができる
。
【００６１】
　本実施形態の構成によれば、図１６のように発光領域１１を挟んだ対辺側に同一電極層
と電気的に接続された給電部１５が設けられており、当該給電部１５の一部又は全部を覆
うように第３導電部材６０の導電領域６６が給電部１５を覆っているため、有機ＥＬ装置
２内の機能層内で電流が行き渡りやすく、たとえ大面積の有機ＥＬパネル１であっても、
全体として、輝度分布が生じにくい。
【００６２】
　また、本実施形態の構成によれば、第２導電部材６１が幅方向ｗに交互に天地が逆転し
た状態で内枠部材５の切り欠き部１６に設けられており、第２導電部材６１の第２押圧部
７２は天地方向に有機ＥＬ装置２を押圧している。すなわち、幅方向ｗに配されたそれぞ
れの第２導電部材６１の第２押圧部７２によって、有機ＥＬ装置２の部材厚方向の中心側
に押圧されているため、有機ＥＬ装置２が内枠部材５から外れにくく、給電部１５と第３
導電部材６０の接触を維持できる。
【００６３】
　続いて、第２実施形態における有機ＥＬパネル１００について説明する。なお、第１実
施形態と同様のものは同じ符番を付して説明を省略する。
　第２実施形態の有機ＥＬパネル１００は、図２５，図２６のように有機ＥＬ装置１０２
と、第３導電部材１０３と、枠体１０５（枠部材）を備えている。
【００６４】
　また、本実施形態の有機ＥＬパネル１００の使用方法の一例として、図２３，図２４の
ように、有機ＥＬパネル１００は、外部電源と電気的に接続可能な実装部１５１を備えた
ベース部材１５０に好適に取り付け可能となっている。
　そこで、本実施形態の説明において、有機ＥＬパネル１００を固定する器具として、壁
面等に取り付け可能なベース部材１５０を使用する場合について説明する。
【００６５】
　まず、有機ＥＬパネル１００の各構成部材及びベース部材１５０について説明する。
　有機ＥＬ装置１０２は、第１実施形態の有機ＥＬ装置２とほぼ同様の構成を有している
が、給電部１５の個数が異なる。具体的には、有機ＥＬ装置１０２は、図２７のように４
つの給電部１５（１５ａ，１５ａ，１５ｂ，１５ｂ）を備えている。
【００６６】
　第３導電部材１０３は、第１実施形態の第３導電部材６０とほぼ同様の構成を有してい
るが、導電箔６２の個数が異なる。具体的には、導電箔６２の枚数は、有機ＥＬ装置１０
２の給電部１５の設置数に対応して決まる。より具体的には、第３導電部材１０３は、図
２７のように導電箔６２の枚数が給電部１５の設置数の半数となっており、２つの導電箔
６２ａ，６２ｂを備えている。そして、隣接する導電箔６２ａ，６２ｂ間の間隔は、幅方
向ｗの給電部１５ａ，１５ｂ間の距離と等しい。
【００６７】
　枠体１０５は、図２５のように有機ＥＬ装置１０２の外周縁を覆う額縁状の部材である
。枠体１０５は、平面視すると「ロ」字状であり、図２４のように断面形状が略「コ」の
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字状のフレームである。すなわち、枠体１０５は、有機ＥＬ装置１０２の４辺の端面を覆
う部材であり、有機ＥＬ装置１０２の縁に沿って装着可能となっている。
　枠体１０５の材質は、弾性及び可撓性を有した材質であれば、特に限定されるものでは
なく、例えば、シリコーン製の樹脂やゴムなどが採用できる。また、枠体１０５は一体成
形によって成形され形成されていることが好ましい。
【００６８】
　枠体１０５単体の大きさは、有機ＥＬパネル１００に取り付けた際の枠体１０５の大き
さに比べて、一回り小さい。具体的には、枠体１０５単体の縦、横、高さのいずれかの大
きさは、有機ＥＬパネル１００に取り付けた際の縦、横、高さの内、対応する大きさの９
０パーセント以上１００パーセント未満となっており、９５パーセント以上９９パーセン
ト以下であることが好ましく、９６パーセント以上９８パーセント以下であることがより
好ましい。
【００６９】
　また、枠体１０５は、図２８のように天面部１０６と、底面部１０７と、天面部１０６
と底面部１０７を接続する立壁部１０８を有しており、天面部１０６と、底面部１０７と
、立壁部１０８とによって囲まれた固定空間１１０を有している。
　天面部１０６は、１辺（幅方向ｗに延伸する辺）に貫通孔１１１ａ，１１１ｂを有して
いる。貫通孔１１１ａ，１１１ｂは開口形状が方形状となっており、所定の間隔を空けて
幅方向ｗに１列に並んでいる。具体的には、貫通孔１１１ａ，１１１ｂは、天面部１０６
であって、図２５のように有機ＥＬパネル１００の組み立てる時に第３導電部材１０３の
導電領域６６の天地方向の投影面上に位置している。また、貫通孔１１１ａ，１１１ｂは
、天面部１０６の部材厚方向に貫通した孔であり、固定空間１１０と連続している。
　一方、天面部１０６であって、前記貫通孔１１１ａ，１１１ｂを有した前記１辺を挟ん
だ２辺（長手方向ｌに延伸する辺）は、それぞれ１又は複数の突起部１１２を有している
。本実施形態では、突起部１１２が３つずつ、両辺で計６つ配されている。そして、突起
部１１２は、所定の間隔を空けて長手方向ｌに１列に並んでいる。
【００７０】
　突起部１１２は、図２８のように基端側（天面部１０６側）から突出方向先端側に向け
て、第１軸部１１５と、第２軸部１１６と、第３軸部１１７とを有している。第１軸部１
１５と、第２軸部１１６と、第３軸部１１７は、いずれも円柱状をしており、それぞれの
中心軸が同一直線上にある。また、第１軸部１１５の側面と第２軸部１１６の側面及び、
第２軸部１１６の側面と第３軸部１１７の側面は、それぞれ段状に連続している。
　第１軸部１１５の外径Ｌ１は、第２軸部１１６の外径Ｌ２よりも小さく、第３軸部１１
７の外径Ｌ３と等しい。第２軸部１１６の外径Ｌ２は、図３０に示されるベース部材１５
０の固定孔１６１の大径孔１６３の最大径Ｒ３よりも小さく、小径孔１６２の最大径Ｒ１
よりも大きい。また、第２軸部１１６の外径Ｌ２は、固定孔１６１の狭窄部（大径孔１６
３と小径孔１６２との境界部分）の幅Ｒ２よりもやや小さい。
【００７１】
　続いて、ベース部材１５０について説明する。
　ベース部材１５０は、図２６，図２９のように支持部材１５４と、実装部１５１と、コ
ネクター部１５２，１５３によって形成されている。
　支持部材１５４は、本体部１５５と、固定部１５６，１５７と、本体部１５５と固定部
１５６，１５７を接続する接続部１５８，１６０から形成されている。また、本体部１５
５は、固定部１５６，１５７に対して突出している。
【００７２】
　本体部１５５は、図２９のように複数の固定孔１６１（１６１ａ～１６１ｆ）を有して
いる。固定孔１６１の開口形状は、図３０のように直径が異なる２つの円が交わり連なっ
た形状をしている。すなわち、固定孔１６１は、開口形状が瓢箪状をしたダルマ穴である
。詳説すると、固定孔１６１は、大径孔１６３と小径孔１６２とから形成されている。そ
して、固定孔１６１は、いずれも同一方向を向いており、小径孔１６２に対して大径孔１
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６３が実装部１５１側（コネクター部１５２，１５３側）に位置している。
　また、固定孔１６１（１６１ａ，１６１ｃ，１６１ｅ、１６１ｂ，１６１ｄ，１６１ｆ
）は、長手方向ｌに延伸する辺の近傍に１列に配されている。
【００７３】
　接続部１５８は、幅方向ｗに延びたスリット状の挿通孔１６５を有している。挿通孔１
６５は、後述する実装部１５１の一部を挿通可能な貫通孔である。
【００７４】
　実装部１５１には、直流安定化電源や調光、調色、信号送受信等の公知の実装部品が実
装されている。また、実装部１５１は、コネクター部１５２，１５３と電気的に接続され
ている。
　コネクター部１５２，１５３は、有機ＥＬパネル１００を取り付けた際に、有機ＥＬパ
ネル１００内の有機ＥＬ装置１０２の給電部１５ａ，１５ｂと実装部１５１とを電気的に
接続する部材である。
【００７５】
　ベース部材１５０の位置関係について説明すると、実装部１５１は、図２６，図２９の
ように、大部分が本体部１５５上に位置しており、残りの部分が固定部１５６の下方に位
置している。すなわち、接続部１５８の挿通孔１６５を経由して本体部１５５側と固定部
１５６側に跨がっている。そして、コネクター部１５２，１５３は、固定部１５６側に位
置する実装部１５１にそれぞれ接続されており、実装部１５１は、コネクター部１５２，
１５３から有機ＥＬパネル１００に給電可能となっている。
【００７６】
　続いて、有機ＥＬパネル１００の一般的な組み立て手順に沿って有機ＥＬパネル１００
の各構成部材の位置関係について説明する。なお、第１実施形態の有機ＥＬパネル１と同
様の箇所については説明が重複するため、説明を省略する。
【００７７】
　有機ＥＬ装置１０２に第３導電部材１０３を取り付けて一体化する。そして、一体とな
った有機ＥＬ装置１０２と第３導電部材１０３の縁を覆うように枠体１０５を取り付ける
。具体的には、枠体１０５の弾性と可撓性を利用して枠体１０５を有機ＥＬ装置１０２の
外形よりも大きくなるように広げ（伸ばして）、枠体１０５の固定空間１１０内に有機Ｅ
Ｌ装置１０２の縁を嵌める。
　このとき、図２５のように貫通孔１１１ａ，１１１ｂの開口が第３導電部材１０３の導
電領域６６の上部に位置するように取り付ける。すなわち、貫通孔１１１ａ，１１１ｂの
開口から第３導電部材１０３の導電領域６６の一部が露出するように取り付けている。具
体的には、第３導電部材１０３の下面保護部６７（図２６参照）が貫通孔１１１ａ，１１
１ｂの開口から露出するように取り付けている。
　有機ＥＬ装置１０２は、常に枠体１０５の弾性によって、第３導電部材１０３と密着す
るように付勢されている。そのため、有機ＥＬパネル１００は、有機ＥＬ装置１０２から
第３導電部材１０３が離反することが防止されている。
　また、有機ＥＬパネル１００は、弾性と可撓性を有した枠体１０５を広げて有機ＥＬ装
置１０２を嵌め込んでいるため、枠体１０５の復元力によって、有機ＥＬ装置１０２を押
しつけているため、有機ＥＬ装置１０２から枠体１０５が外れにくい。
【００７８】
　続いて、上記した手順によって形成された有機ＥＬパネル１００をベース部材１５０に
取り付ける場合について、一般的な取り付け手順に沿って有機ＥＬパネル１００の各部材
と、ベース部材１５０との位置関係について説明する。
【００７９】
　図３１（ａ）から図３１（ｂ）のように、コネクター部１５２，１５３を固定孔１６１
内部に第１軸部１１５（図２８参照）が位置するまで差し込み、有機ＥＬパネル１００を
長手方向ｌにスライドさせる。
　このとき、第１軸部１１５は、固定孔１６１の狭窄部（大径孔１６３と小径孔１６２と
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って係止されており、ベース部１５０に対する有機ＥＬパネル１００の天地方向の離反を
防止されている。また、第１軸部１１５は、小径孔１６２内に嵌っている。
　全体からみると、第２軸部１１６が固定孔１６１の小径孔１６２によって係止されるこ
とによって、コネクター部１５２，１５３は、第３導電部材１０３ａ，１０３ｂの導電領
域６６，６６に貫通孔１１１ａ，１１１ｂを経由して押しつけられた状態を維持している
。すなわち、コネクター部１５２，１５３は、第３導電部材１０３を介して、有機ＥＬ装
置１０２の給電部１５ａ，１５ｂと電気的に接続されている。そのため、外部から有機Ｅ
Ｌ装置１０２に確実に通電させることが可能である。
【００８０】
　上記した第１実施形態では、第２導電部材６１は、内枠部材５の切り欠き部１６を経由
して、第１導電部材７と電気的に接続したが、本発明はこれに限定されるものではなく、
切り欠き部１６が開口であってもよい。
【００８１】
　上記した第１実施形態では、有機ＥＬパネルの一辺側に導線５１をまとめて配していた
が、本発明はこれに限定されるものではなく、導線５１の這わす位置は特に限定されない
。例えば、図１７，図１８のように有機ＥＬ装置２を挟んで対向する２辺にそれぞれ導線
５１を這わしてもよい。
【００８２】
　上記した第１実施形態では、外枠部材６から導線５１を張り出すことによって外部の電
源と電気的に接続可能としたが、本発明ではこれに限定されるものではなく、図１９のよ
うに外枠部材６の中間部からコネクター等によって、給電してもよい。
　具体的には、図２０のように外枠部材６の固定枠部３１に切り欠き８０を設け、その切
り欠き内にコネクター８１を挿入し、外枠部材６内で導線５１と電気的に接続する。この
とき、図２１のように外枠部材６と内枠部材５との間の空間３５内では、当該切り欠き８
０に合わせて、保護部材５０を剥がし、導線５１が剥きだしの状態にしている。
【符号の説明】
【００８３】
　　１，１００　有機ＥＬパネル
　　２，１０２　有機ＥＬ装置
　　３　通電部材
　　５　内枠部材（枠部材）
　　６　外枠部材
　　７　第１導電部材
　　８　基板（基材）
　１１　発光領域（発光面）
　１５　給電部
　１６　切り欠き部（切り欠き）
　３５　空間
　４１　第１電極層
　４２　機能層（有機発光層）
　４３　第２電極層
　６０，１０３　第３導電部材
　６１　第２導電部材
　７２　第２押圧部（押圧部）
　１０５　枠体（枠部材）
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